



















































































































































































































































































































































































































































































































































Studenski S, et al. JAMA.305:50-58, 2011
歩行速度と寿命
フレイルを予防するための栄養摂取の原則
フレイル予防医学研究室：「健康長寿教室パンフレット」より引用
（３）ファーストアクセス
薬局は元来、病気でない人が健康相談を
できる唯一の場所
介護、医療相談窓口
地域包括ケアシステムにおける薬剤師の役割（1）
 医師に受診する前にかかりつけ薬剤師へ
薬剤師は現在の状態を聞いて、医師へ情報提供する
 入院時には、薬局から病院へ薬および患者情報を提供。
医療・介護の部分
 退院時には、病院から薬局へ薬および患者情報を提供。
患者の薬の情報全てを一生かかりつけ薬剤師が把握
今までは、薬の情報のみを患者に提供していた。これからは、薬がどのよ
うに効いているかを把握して、患者を支えている人達に提供する。
• 血圧、脈拍、血糖値、握力、歩行速度を測定
• 食生活（栄養）状態の把握
• 医療（薬）の効果、副作用の有無を確認
• 体力維持（向上）の状況把握
薬局で毎月1回継続して実施
効能
健康意識が向上する。健康になる。目指せ、健康寿命延長
地域包括ケアシステムにおける薬剤師の役割（2）
コミュニティが生まれる
互助、自助に目覚める
健康相談クラブ
